
Japan rubber bro cover B5 2014.indd   2 4/11/14   10:09 AM



New Castle, DE USA
Lindon, UT USA
Hüllhorst, Germany  

Wetzlar, Germany

Shanghai, China
Beijing, China
Tokyo, Japan
Seoul, South Korea
Taipei, Taiwan
Bangalore, India
Sydney, Australia
Guangzhou, China
Eschborn, Germany

Brussels, Belgium

Etten-Leur, Netherlands
Paris, France
Elstree, United Kingdom
Barcelona, Spain
Milano, Italy
Warsaw, Poland
Prague, Czech Republic
Sollentuna, Sweden
Copenhagen, Denmark
Chicago, IL USA
São Paulo, Brazil
Mexico City, Mexico
Montreal, Canada

tainstruments.co.jp

Japan rubber bro cover B5 2014.indd   3 4/11/14   10:09 AM



Japan rubber bro B5 2014.indd   1 4/11/14   9:51 AM



Japan rubber bro B5 2014.indd   2 4/11/14   9:51 AM



Japan rubber bro B5 2014.indd   3 4/11/14   9:51 AM



RPA
elite

RPA elite

Japan rubber bro B5 2014.indd   4 4/11/14   9:52 AM

RPA
elite



5Rubber Process Analyzer
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Rubber Process Analyzer

0.1 ～ 2.0 Hz (6 ～ 120 cpm）

7.2°arc （連続）
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9Moving Die Rheometer
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0.1 ～ 2.0 Hz (6 ～ 120 cpm）

arc



MV one

MV one 
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Mooney Viscometer
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13Technology

の組み合わせを適用します。
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17Sample Cutter

サンプルカッター
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5

4.0 ～ 6.4 mm
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標準的な試験方法は、多くの場合、すべての

材料に使用される単一の歪と周波数値(0.5、

  1.67 Hz)を必要とする一方で、これらは必ずしも

すべての材料にとって理想的な条件とは限り

ません。本実施例では、サンプル材料は3つの

変形振幅、それぞれ5回の等温硬化によって

テストされます。標準的な0.5°と 0.4°において

実験的なばらつきは非常に広範です。なぜなら

これらの実験は、この材料の線形粘弾性限界を

超えた歪で行われるからです。より小さい振幅

（0.3°）でテストすると、再現性が大幅に改善された

有効なデータが生成されます。
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材料の周波数に依存する粘弾性の測定は、

その分子構造を理解するための優れた方法

です。図に示すように、周波数スイープにより　

分子量（クロスオーバー周波数）および分子量

分布（クロスオーバー弾性率）についての情報

が明らかになります。

 

歪依存率はゴムフィラーの分散と相互作用に

ついての量と種類の指標として特に重要です。

本実施例では5つの異なるレベルのカーボン

ブラック添加の影響が低歪領域で見られます。

高歪挙動は、フィラー - フィラー相互作用、

ポリマー分子量へのさらなる依存、ポリマー -

フィラーの相互作用に対して反応しにくいように

一般にフィラーの添加に反応しません。
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仕様
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特徴のまとめ
MDR one RPA flex RPA elite

トルクトランスデューサ 高剛性 独自の超高剛性

トルク範囲 0.001 ～ 20 N.m 0.0001 ～ 25 N.m 0.0001 ～ 25 N.m

モーター ダイレクトドライブ

歪　　　

      0.1°,  0.2°,0.5°,1.0°,  3.0°,5.0°

       0.1 ～  7.2° （連続）  ̶

       0.005 ～ 360° （連続）       ,  
 ̶

       歪スイープ, オフセット, LAOS

周波数

       0.1 ～ 2.0 Hz (6 ～ 120 cpm)

       0.001 ～ 50 Hz 周波数スイープ  ̶

シール圧力

 固定： 4.5 bar

       可変： 2 ～ 8 bar  ̶

サンプル圧力測定

エアクーリングシステム（室温 ～ 230 ̊C）

拡張クーリングシステム(18 ～ 230    )    ̊C    

等温および非等温硬化 

非線形測定  ̶

応力緩和  ̶

アドバンストオシレーション
 ̶

(任意波形, マルチ周波数)

オートサンプラー

オプション

標準装備

̶ なし
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ダイレクトドライブ
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ダイレクトドライブ
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TAインスツルメントは、いくつかの主要となる測定を中心に高付加価値分析機器を設計、製造、提供することをお約束します。

弊社は、温度、質量、変位、荷重の最も正確で精密な測定のために努力しています。これらの4つの要素は、幅広い多くの分析

技術の基盤を形成します。

 硬化プロファイルとキネティックス
 残余硬化
 相転移
 酸化誘導時間

 組成分析
 熱安定性
 質量分析またはFTIRによる
発生ガス分析
 分解キネティックス

 最終的な粘弾性特性
 完成部品分析
 相転移
 フィラー効果
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